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１ 調査目的  令和５年度からの新しい総合計画（第７次基本計画）の策定に向け、

今後のまちづくりの方向性や具体的な施策検討の参考とするため。 

２ 調査対象  苫小牧市内にある事業所2,000件（無作為抽出） 

２ 調査時期  令和 4年 1月 7日～2月16日 

３ 回収率   有効回収数758件／回収率37.9％ 

４ 調査項目 

５ 調査結果（抜粋） 

(1) 経営課題について 

○事業者が抱える経営課題としては、「若年労働力の確保、従業員の高齢化」が最も多

く、「売上・集客の減少」、「人材育成」などが上位となっている。 

○業種別の経営課題は前表を参照。卸売業・小売業」では「利益率の低下」が、

「建設業」や「宿泊業・飲食サービス業」では、「施設や設備の老朽化や不足」

となっており、こういった要因も事業所数の減少理由の一つと考えられる。 
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(2) 今後必要な取組について 

○経営するうえで今後必要な取組については、「労働力の確保」が最も多く、次い

で「技術者の確保」となっており、働き手に関する取組を必要と挙げる企業が

多くなっている。 


